
年度 授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の復習
各コマに
おける

授業予定
高齢者における知覚と認知機能①

各コマに
おける

授業予定
高齢者における内科②

授業の復習

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健常者における知覚と認知機能を理解した上で高齢者の知
覚・認知機能のリスクを理解できる

教科書
配布資料

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健常者の内臓の位置・作用を理解した上で高齢者の内臓の特
徴が理解できる。

教科書
配布資料

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健常者における筋骨関節の構造・働きを理解した上で高齢者の筋骨関
節の変化を理解できる。高齢者の筋骨関節に関するリスクを理解でき
る。 教科書

配布資料
授業の復習

各コマに
おける

授業予定
高齢者における内科①

各コマに
おける

授業予定
高齢者における筋肉・骨・関節②

老年期の定義、老化とは、老年期の発達課題、老年期をめぐる今日的課題、老化に伴う身体的・心理的変化と生活への影
響
高齢者に多い症状・疾患の特徴

本試験（レポート７０％）、出席状況（２０％）、授業態度（１０％）

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健常者の内臓の位置・作用を理解した上で高齢者の内臓の特
徴が理解できる。

教科書
配布資料

授業の復習

参考図書：介護福祉士実務者研修テキスト第2巻

授業の復習。

授業理解した上で、高齢者とどのように関わるのか。どのように支援を考えていけば良いのか。考えていけたらと思う。

授業の
方法 内   容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
高齢者における筋肉・骨・関節①

第
2
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健常者における筋骨関節の構造・働きを理解した上で高齢者の筋骨関
節の変化を理解できる。高齢者の筋骨関節に関するリスクを理解でき
る。

教科書
配布資料

授業の復習

第
1
回

担 当 教 員 中村
実務経験と

その関連資格 作業療法士

対 象 学 年 1年 学期及び曜時限 火曜2限 教室名 　601　　号室

講義演習

科  目  名 発達と老化の理解 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2023

学        科 医療福祉総合学科 科 目 区 分 専門分野 授業の方法



授業の復習
各コマに
おける

授業予定
高齢者における疾病疾患③

各コマに
おける

授業予定
高齢者における疾病疾患②

授業の復習

第
13
回

講
義
演
習
形
式

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の症状や疾患の特徴について理解できる。

教科書
配布資料

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の症状や疾患の特徴について理解できる。

教科書
配布資料

授業を
通じての
到達目標

高齢者の症状や疾患の特徴について理解できる。

教科書
配布資料

第
12
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者における体と心の相互作用について理解できる

教科書
配布資料

授業の復習
各コマに
おける

授業予定
体の恒常性

授業の復習
各コマに
おける

授業予定
高齢者における疾病疾患①

各コマに
おける

授業予定
高齢者における体と心の変化②

授業の復習

授業の復習

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者における体と心の相互作用について理解できる

教科書
配布資料

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

人間の成長と発達を具体的な例に準じて理解できる

教科書
配布資料

授業の復習
各コマに
おける

授業予定
高齢者における体と心の変化①

各コマに
おける

授業予定
人間の成長と発達

授業の復習

各コマに
おける

授業予定
高齢者における知覚と認知機能②

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

体の維持機能について自身の身体機能と合わせて理解できる。高齢者
の恒常性の変化を理解できる

教科書
配布資料

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者における心理的な変化と感情を自分自身に置き換えて
理解できる。

教科書
配布資料各コマに

おける
授業予定

こころの変化と日常生活への影響②

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者における心理的な変化と感情を自分自身に置き換えて
理解できる。

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

健常者における知覚と認知機能を理解した上で高齢者の知
覚・認知機能のリスクを理解できる

教科書
配布資料

授業の復習

授業の
方法 内   容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書
配布資料

授業の復習
各コマに
おける

授業予定
こころの変化と日常生活への影響①


